
口腔がんと口腔前がん病変：早く見つけるために知っておいてほしいこと

令和7年度 第5回 大分大学医学部附属病院市民公開講座

講演① 口腔がんについて新しくわかってきたこと



口腔とは



早期の舌がん 進行した舌がん

口腔がんの大きさはおおまかに長径２ｃｍ刻みで４段階に分かれます。長径４ｃｍまででリンパ節転移がない
ものは、通常“早期口腔がん”とされ、治療成績は良好です。腫瘍の大きさだけだと、長径２ｃｍくらいまでは
早期とされ、切除が簡単です。



早期の歯肉がん 進行した歯肉がん
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口腔がんと咽頭がんの治療成績の推移
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当科の口腔がん患者の年代の推移
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高齢者では進行口腔がんの割合が高くなっている(2011-2024)
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口腔がんの手術
再建技術の進歩で進行がんの治療成績は上がっている。でも・・・・

早期の舌がん 進行した舌がん

切除して縫合で
傷を閉じる

切除後に大きな欠損
ができるので再建が
必要

身体の他の部分から
持ってきた組織を移植



従来の
抗がん剤

新しい口腔がん治療

分子標的薬
免疫チェック

ポイント阻害剤

抗がん剤の選択肢の増加 新しい治療法の登場

光免疫療法

抗がん剤とレーザー
照射を組み合わせた
治療法

https://hcp.rakuten-med.jp/akalux/moa/

https://hcp.rakuten-med.jp/akalux/moa/


ま と め

・我が国の口腔がん患者さんは増加傾向にある

・80歳以上の口腔がん患者さんが増加している

・高齢者では進行した口腔がんの割合が高い


